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リヤスパッツ 取付要領書 品番 MSD43-B1001-XX 

品番 MSD43-B1002-NP 

設定型式： A2##A-GB## 設定グレー ド：全車

このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、リヤスパッツの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。

（ 取り付け上の注意事項 〕
●取り付ける前に車両に傷がついていないか点検して下さい。
●エンジンがかかっている状態では絶対に作業を行なわないで下さい。
●車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際、

間違えない様に配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意し
て作業を行なって下さい。

●本書で指示した部品以外は、取り外さない様に注意して下さい。
●商品の仮合せ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付ぎ防止策を行なった

上で実施下さい。
● リヤスパッツを取り付ける部分の汚れ、ゴ ミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。
·エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず一 方向に拭いて脱

脂して下さい。脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
●両面テープの接着力促進剤として、必ず両面テ ープ用プライマ ーを塗って下さい。

(PACプライマ ーK-500を本品に添付）
闘 プライ マーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。

■両面テープは、外気温が20℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被接
着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

●両面テープのプライマーは、特に白色塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキング
し、はみだしたプライ マーは、IPAで完全に拭き取って下さい。

●ボディ ーコー トが塗布されている車両は塗装用コンパウンドでボディ ーコー トを剥離して
下さい。 （必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディ ーコー トが塗布さ
れている車両は脱脂作業を行なっても、プライ マーの接着力促進効果を充分に発揮できな
い場合があります。ボディ ーコー ト除去後は、IPAで脱脂をきちんと行なって下さい。

二■両面テープの圧着を十分に行なって下さい。49N (5kgf) 以上
●リヤスパッツ固定用のビス類の本締めは両面テ ー プ貼り付け後3時間以上放置後行なって下

さい。

［取り付け完了後の点検 ・ 注意事項
● リヤスパッツが、車両バンパーに確実に共締めされているか点検して下さい。
■両面テ ープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。
■取り付け完了後、 リヤスパッツ及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。
●取り付け完了後、最低24時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

（両面テープの剥がれ、車両バンパーとリヤスパッツとの間に隙間が発生するおそれがあり
ます。）

臼ァドバイス… この取付要領書では、スピー ディ ー に安全な作業をして頂く上で知って
おいて頂きたい事を左図マ ー クで表示しております。
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リヤスハッツ
。 （品番： MSD43-B 1001-XX) 

（品番： MSD43-B 1002-NP) 

No. 品 名 個数
① リヤスパッツLH 1 

② リヤスパッツRH 1 

③ JナットMS 4 

④ トラスタッピングスクリュ ーM5 x 16 4 

⑤ PACプライマ ーK-500 1 

⑥ 取付要領書

③
〗

④
》

［取り付田記夏l

尺
①リヤスパッツLH

※本書は車両左側で説明しています。右側も同様に作業を行なって下さい。
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1. リヤバンパー ホイ ールハウスの車両クリッ
プを取り外す。 (1カ所）

2. フェンダー ライナー をめくって、 リヤバン
パ ー 穴中心に合わせ、 ③JナットM5を奥まで
差し込み取り付ける。 (1カ所）

臼ァドバイス
• 取り外した車両クリップは再使用しませ

ん。
リヤバンパー

I Jナット取付断面図 I

奥まで ③JナットMS

□ s!:�ッパー

・本製品とカラードフェンダーを
同時装着する場合は、
カラードフェンダー、本製品の
順で取り付けてください。






















